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1.はじめに
モンゴルは，1911年12月にイフフレー（フレー，現在のウランバートル）でジェブツンダムバホ
トクト8世をハーン（君主）とする王制モンゴル国（ボグドハーン政権）を樹立し，1921年7月に人
民政府に移行し，1924年11月には人民共和国となった。日本からみると，ほんのわずかのずれがあ
るが，この時期は，ほぼ大正時代と重なる。
ボグドハーン政権は，1912年11月に帝政ロシアと「モンゴルロシア条約」をむすび，翌1913
年1月に，チベットと相互の独立を承認する「モンゴルチベット条約（蒙蔵条約）」を締結した。さ
らに，1912年12月に派遣され，1913年1月にサンクトペテルブルクに到着した外務大臣ハンダドル
ジを正使とするモンゴル使節団は，イギリス，フランス，ドイツ，ベルギー，オランダ，日本大使と
の交渉をこころみた。おなじ頃フレーで，ボグドハーン政権は内務大臣ツェレンチメド，内モンゴ
ルのビント王ゴンチグスレンらを代表とする使節団を日本へ派遣することも計画したが，国際情勢に
よる制約のため，結局，交渉は日本，ロシアにより阻止された。そして人民政府成立後の1923（大正
12）年に，ボグドハーン政権の代表ツェレンピルらがふたたび日本との交渉をこころみ，モンゴル
国の独立の承認，軍事物資の援助，両国の通商や天皇との会見などを要望したが，日本側はやはり国
際状況を理由に，代表団のこれらの要望を拒否した。ボグドハーン政権と日本との交渉については，
すでに中見立夫氏およびモンゴル国の研究者Ts.バトバヤル氏，O.バトサイハン氏等により，研究
されている1。
ボグドハーン政権側の積極的な要求には応えなかったが，大正時代，外モンゴルで活躍した日本
人は少なくなかった。松井七夫，宮崎嘉一，大島清らの軍事探偵や情報収集については，田中克彦氏，
二木博史氏などにより研究されている2。本論文は，すでに発表した「明治時代における日本人の外
モンゴル調査」3の姉妹編として，大正期の外モンゴル地域をとりまく国際情勢を視野に入れ，駒田
信夫，須佐嘉橘，盛島角房の外モンゴルでの活動を中心に考察し，極東地域に対する日本の戦略を分
析したい。
なお，本論文は，日本語の資料のほかに，これまで研究者によってほとんど使われていない ・Yapon-u
ElcinSayidMon・ol-duireku-yikusel-dutabi・santuqai（日本大使［総領事］がモンゴル訪問の要望
を提出した件）・などモンゴル国外務省中央文書館所蔵のモンゴル語の資料も利用する。
2.駒田信夫の外モンゴルでの調査
大正時代の日本とモンゴルの関係を検討するには，モンゴル地域をとりまく国際関係も考察する必
要がある。20世紀初頭，近代世界のシステムに組み込まれた北東アジア社会のなかで，モンゴル地
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域をとりまく内外情勢は極めて複雑だった。周知のように，東清鉄道（中東鉄道）の建設により，帝
政ロシアはフルンボイルに進出できるようになり，内モンゴル東部地域にも影響力をもつようになっ
た。日露戦争の結果，とりわけ1907年7月30日に調印された「日露協約（第一次日露協約）」は，ロ
シアには外モンゴル，日本には南満洲，朝鮮における特殊権益を互いに認めた。1910年7月4日の
「第二次日露協約」はさらに，両国の満洲権益を確認し，1912年7月8日の「第三次日露協約」は，
北京をとおる東経116°27′の経線によって，内モンゴル東部を日本，西部をロシアの勢力範囲とそれ
ぞれきめた。1916年7月3日に調印された「第四次日露協約」では，さらに第一次世界大戦におけ
る両国の関係強化，とりわけ極東地域における両国の「特殊権益」がうちかためられた。日本とロシ
アにとって，この時期は「例外的な友好」時代でもあった4。これは，外モンゴルに対する日本の政
策に大きく影響した。上記で述べたように，日本が，ボグドハーン政権の援助を求める交渉をこと
わったのも，こうした国際的背景があったからである。
しかし，1917年のロシア革命は日本に大きな衝撃をあたえた。日本政府は急遽，南満洲鉄道の理
事で，ロシア通の川上俊彦などを現地に派遣したほか，6月5日に外交問題に関する調査審議機関
として，大正天皇に直属する臨時外交調査会を組織した。さらに，翌1918年に日本軍は連合国軍に
加わり，シベリア出兵に参加した5。この時期，情報収集のため，日本は外モンゴルにも数人を派遣
した。そのうちの1人が駒田信夫6である。
駒田信夫は岡山市西田町の士族の出身で，かつて東京の二六新聞社に文選工として雇用され，1916
（大正5）年夏にハルビンにおもむき，日本人の経営にかかる露亜通信社で探訪や編集の仕事に携って
いた。その後，駒田はハイラルに一時的に滞在したが，イルクーツクにうつり，日本人経営の佐賀病
院に雇われたが，のちに，チタ，トロイツコサフスクを経て，1917（大正6）年8月2日にイフフレ
ーに入った7。
駒田信夫はイフフレーで病院の看板を掲げたほか，「外蒙通信社」をたちあげ，「外蒙古ヲ主トシ露
支蒙蔵接壤地方ノ政治経済社会各界ノ研究事項ヲ発表シ当方ノ時事報道ヲ以テ目的」とし，「外蒙通
信」を発行した8。1917年12月に在中国日本全権公使林權助が外務大臣本野一郎におくった，駒田
が書いた報告書によると，当時，イフフレーには30人の日本人（男性10人，女性20人）がいた。そ
の多くは，ロシア革命後，チタやウェルフネウヂンスク（現ウランウデ），トロイツコサフスクなどシ
ベリア地域から逃げてきた者である。職業をみると，それぞれ時計修理業，医業，写真屋，洗濯屋，
雑貨屋などを経営しているが，かつてチタで日本人居留民会長をつとめた写真屋の小田平二郎は婦女
（唐行さん）8人，時計修理業，理髪屋の下川静一は婦女5人を養い，「特殊営業」をおこなっていた。
二木博史氏の「モンゴルに伝わった ・鉄道唱歌・」に言及された時計師の寺師半平については，駒田
信夫の報告書にも出ている。駒田の記録が正しければ，寺師半平は，1906（明治39）年にウラジオス
トクからロシアに入り，その後ウェルフネウヂンスク，チタ，キャフタを転々とし，イフフレーに来
たときは，妻，弟の寺師忠治，忠治の同郷人鮫島静風，および女性2人を同行していた。寺師は，時
計屋と雑貨屋を経営し，弟忠治のほか，中国人店員も雇っている。駒田は寺師が「蒙古支那露国官憲
側ニ相当知人ヲ有セリ」と述べ，その人脈に注目している。
駒田信夫は，ロシア側の動きをみのがさなかった。彼の報告書によると，当時イフフレーのロシア
総領事館では総領事が転勤し，トップがいない状態になり，百人のコサック兵により守備されていた。
また，ロシア側が経営する郵便局は毎月2回，キャフタからイフフレーまでの間を往復し，郵便業を
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おこなっていると記しているほか，イフフレーの「ロシア民会」には約3千人のブリヤート人，タタ
ール人がいたという。
このほか，駒田はイフフレーのモンゴル国の軍隊，通信，教育状況や，中国の都護使衙門，駐屯軍，
郵便局，小学校，商務総会などについての情報をもつたえている9。
1918（大正7）年1月，駒田信夫はイフフレーから買売城（マイマイーチェン）にうつり，日本医院
をもうけ，日本に情報をおくりつづけた。同年5月からは日本の外務省から補助金をうけていた10。
一方で，その前，おそくとも同年3月に駒田信夫はすでに中国駐屯日本軍の諜報機関により雇われて
おり，イフフレー，買売城，キャフタ地域で情報収集の任務をあたえられている11。
しかし，駒田信夫は複雑な人物で，お金遣いの面で倹約家ではなかったことが，彼の情報収集活動
に大きく影響した。同年5月，駒田から外務大臣後藤新平12におくった書簡では，モンゴル政府やシ
ベリアの情報をつたえたほか，各関係機関からの資金提供は行きとどかないところがあり，活動資金
が不足であると述べ，不満をあらわにしている13。これがきっかけになったのか，日本の外務省は，
在天津，ハルビン，チチハル，ウラジオストクなど，それぞれの領事館に，駒田の身許，性行につい
て調査し，後藤新平外務大臣へ報告書を提出するよう要求した。在天津日本総領事沼野安太郎が同年
7月26日に後藤外務大臣におくった報告書では，前年（1917年）10月横田中尉，三井洋行の職員ら
がイフフレーに行った際，駒田は積極的に協力したものの，多額の謝礼を求めたことに対して，不信
感をしめしている。在ハルビン総領事佐藤尚武の一連の報告書では，駒田は「酒色ニレタル結果家
政紊乱シ知人ノ斡旋援助モ甲斐ナク」「一面多弁怜悧ナルガ如キモ性行陰険ニシテ好ンデ小策ヲ弄シ
為ニ知人間ト指弾セラルル等到底真面目ナル人物ト思考シ難シ」と述べ，彼が『大阪毎日新聞』，名
古屋の『新愛知』の記者であることも疑い，完全に否定している。在チチハル総領事代理古澤幸吉の
報告書では，駒田との接触がほとんどなかったため，詳細は不明だと述べながらも，彼を否定する立
場にたっている。在ウラジオストク総領事菊池義郎の報告書によると，駒田は1918年2月にキャフ
タで日本人居留民会を組織し，その理事となっている。しかし，菊池の報告書では，駒田が滞在して
いる買売城などの地域は同領事館の管轄権限外になるため，在チチハル領事館の報告を参考にするよ
うにと述べている。これらに対し，在中国日本全権公使林權助が後藤外務大臣におくった書簡では，
駒田信夫を「相当忠実ニ働キ居ル」「相当役立候者」だと，高く評価している14。
いずれにしても，1918年に，駒田信夫が，旭水生，駒田旭水生などのペンネームで書いたイフフ
レーやキャフタを紹介する多くの記事が『満洲日日新聞』に掲載されている15。
のちの1920（大正9）年，駒田信夫は「過激派」により事件に巻き込まれ，ソヴィエトロシア側
に拘束された。釈放された後，駒田は日本政府から救恤金をえた。その後，駒田信夫は『労農露国の
基本教育概観』を執筆し，1925（大正14）年に大正堂より出版した16。
3.須佐嘉橘の調査
駒田信夫がイフフレーから買売城に行った1918（大正7）年1月，須佐嘉橘が外務省より派遣され
て，イフフレーにむかった。
須佐嘉橘は1874（明治7）年12月に東京にうまれ，家系は長岡藩士，幼年の時は新潟にもいたが，
のちに東京にもどった。彼の自筆の履歴書によると，「弱冠東京ヲ去リ（中略）中学以外学歴ヲ有セ
ザルモ相当ノ学力ハ独学ニ因ル」となっている。他方，朝鮮の京城府（現在のソウル）に留学したと
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いう記述もある17。朝鮮にいた間，彼は黒龍会のメンバーになり，また，外務省の委嘱をうけて，間
島で調査をおこない，その後，日本にかえった。
外モンゴルがイフフレーで独立を宣言した後，須佐は在北京日本公使伊集院彦吉の支援をえて，内
モンゴルの西部の帰化城（フフホト），包頭地域で情報を収集した。1915（大正4）年12月18日，須
佐嘉橘は外務省の嘱託により，東京から出発し，朝鮮経由で，21日に奉天（現在の瀋陽）に到着し，
そこからさらに長春，ハルビン，チチハル，ジャラントン（扎蘭屯），博克図を経て，29日にハイラ
ルについた。須佐は「ハルハ王府」（チェチェンハーン［車臣汗］部左翼後旗）をめざして，ふたたび
ハイラルから出発し，寒さや交通の不便さなどのさまざまな困難をのりこえて，将軍，ハルハ河，
ヘルレン川をとおって，ウジュムチン右旗にたどりついた。帰国後の1916（大正5）年3月17日，
須佐は外務省に調査報告書『哈爾哈旅行誌（ハルハ旅行誌）』を提出した18。須佐嘉橘の同旅行誌での，
ハルハ河，バボージャブ（Babuab，巴布扎布）に関する記述は非常に興味深いが，それについての分
析は別稿にゆずりたい。
同年，須佐嘉橘は張穆の『蒙古遊牧記』を日本語に翻訳し（全訳ではない），外務省の助成金をえて，
1917年に東京の東亜実進社より出版した。東京外国語学校の外国人教員，内モンゴルジョソト盟
のハノードモジンガ（韓穆精阿），東亜同文書院長根津一，在イタリア日本特命全権大使伊集院彦吉，
外務省政務局長小幡酉吉および東京帝国大学の講師鳥居龍蔵がそれぞれ序文を書いた19。
1917年12月，須佐嘉橘はふたたび旅にでる。彼は北京の蒙蔵院でフレー訪問の公文書をつくって
もらってから，同月27日に張家口についた。張家口でいろいろ準備をして，1918（大正7）年1月7
日，須佐嘉橘はラクダに乗り出発し，張庫公路（張家口 フレー公路）に沿ってすすみ，興和城，ド
ローンノール，サイルオス（賽爾烏蘇），スニト右旗を経て，外モンゴル領に入った。外モンゴルの
アルタンホトグ，シラホトグ，バガダバー，ホルタイダバー，バヤンジュルフなどを経て，
2月27日にやっと首都イフフレーにたどりついた。須佐はイフフレーに2週間ほど滞在してから，3
月13日に東にむけて出発し，4月1日にサンベース（桑貝子，現ドルノド県のチョイバルサン市）につ
いた。2日間滞在した後，4月3日にふたたび出発し，同月9日にチェチェンハーン部左翼後旗に
つき，12日に内モンゴルの西ホーチト旗の所在地に到着した。その後，須佐は東ホーチト旗，東西
ウジュムチン旗，ジャロード左右旗，家屯を経て，奉天についた
20。
調査をおえた須佐嘉橘は，「従庫倫（外蒙）到浩斉特（内蒙）旅行概記（フレー［外モンゴル］からホ
ーチト［内モンゴル］までの旅行の概記）」を執筆し，外務省に提出した。また同年5月30日，須佐は
旅順の日本陸軍将校集会所で，「東蒙旅行ニ就テ」をテーマに講演をおこない，彼の内外モンゴルで
の調査について報告した。
同報告で，須佐はまずモンゴルの概況を紹介し，張家口からフレーまでの旅行路線，交通手段，自
然環境，沿道の電信局などについて詳しく述べた。そして，外モンゴルの首都フレーの状況について
紹介した。この部分は，須佐の講演の中心になっている。彼の報告によれば，フレーは東西二つの地
域により構成されている。東地域の東営子（東フレー）は山西省，直隷省の商人の商売により買売街
（Maimaijie）として形成されたが，僧侶たちが住む西地域（西フレー）はジェブツンダムバホトク
トが住んでおり，歴史も長く，近代になってからは東営子より繁栄している。外モンゴルの仏教の中
心地として，フレーには7つの大きな寺院があり，僧侶の数は3千人だったという21。1889（光緖15）
年には僧侶の数が13,800人あまりにも達していたとされるので22，須佐の記録が正しければ，この
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時期になると，その数が激減していたことになる。
須佐は，外モンゴル政府の政治に注目し，内閣構成，内モンゴル人の参加，モンゴル軍におけるロ
シア顧問の存在などについて記述している。当時，中国側が，駐フレー弁事大臣公署，郵便電信局，
銀行をもうけており，200人あまりの警備兵がいたほか，東西フレーにそれぞれ商務総会があった。
フレーにおける中国の商業経済の影響について，須佐は有名な大盛魁（Dashengkui）の重要性を強
調している。これに対し，ロシア側は領事館のほかに，中国とともに通信機関を管理し，また警察署，
商務会議所，取引所，教会をももうけており，守備兵数人が駐在していた。須佐はロシアからやって
きたブリヤート人，ユダヤ人，タタール人についてもふれている。商業，経済において，中国の山西，
直隷の商人が勢力をもっているが，1911年以降，ロシアがフレー政権に経済的援助をおこなってき
たため，特権を握り，製革場などを経営しているという。須佐はまた，ロシア人がフレーより東方15
キロに位置する場所で炭鉱をつくり，中国人労働者を雇って，採掘していると述べている23。これは
すなわち，ジャグチドセチンがいうナライハの炭鉱であろう
24。須佐は「此地ハ能ク四通八達シ地
形上将タ貿易上等ヨリ観ルモ将来実ニ有望ノ所トス」と述べながら，ロシアが外モンゴルに懐柔政策
を実施しつづけてきた結果，「［モンゴルハ］露国ヲ崇拝シ其レノ風習ヲ模倣シ」と慨嘆している25。
須佐は，イフフレーにいた日本人についても特筆し，「日本人ハ昨年［1917年］5，6月ノ頃一名雑
貨店ヲ開キタルヨリ娼婦集マリ医者来ルト云フ例ニ漏レス遂ニ現状トナル」「医師，料理店，雑貨店，
時計店，洗濯業，床屋等ニシテ相当収入アリ，就中料理店ノ如キハ繁栄シ居ルモノノ如シ」，また
「輸入品ノ重ナルモノハ茶，綿布，皮毛類及雑貨ニシテ特ニ雑貨ハ大抵日本製タルニ注意ヲ払フベキ
ナリ」と述べている。これら日本人は，同年12月に日本人居留民会をも設立したという26。
須佐の報告はまた，フレーから東にサンベース，満洲里（マンチューリ），南に張家口，帰化城，ド
ローンノール，西に烏里雅蘇台（ウリャスタイ），科布多（ホブド），北にキャフタ，シベリアへの交
通状況を紹介している。
須佐のフレーからサンベース（ヘルレン），内モンゴルのホーチトまでの調査についての記述も詳細
である。もともとハルハ4部の1つとして，チェチェンハーン部は，ハルハ東路，ヘルレンバル
スホト盟ともいい，ヘルレン川に因んで名付けられた。ヘルレン川はフレーより北東へ180キロほ
どはなれた，ヘンティー山脈南麓のチンギスハーンのうまれた故郷とされるボルハン山（ボルハン
ハルドン）の近くに発し，南へ下った後，東に向かって，モンゴル東部の草原を貫き，フルンボイル
のフルンノールへ流入している。須佐は，とくにヘルレンを気に入ったようで，のちに，ヘルレン
（克魯倫）研究室を設立し，自著『満蒙に於ける元の二大史蹟』，『西蒙古部族考』などを出版してい
る27。須佐はまた，サンベース地域に進出した中国の商店とロシアの商社の多さに驚嘆している。当
時，サンベースには，すでに中国の聚昌号，義成号，福来号，永勝裕などの商店，ロシアの四都各
（ストゴー），漂徳（ピョイド），安徳力（アンドリー），土拉克（トロコ）などの商社が営業していて，か
なりの規模になっていたそうである28。
そして，日本の対モンゴル戦略について，須佐は，ロシアは外モンゴルにおいて「特権ヲ獲得セン
為ニ多大ノ資ヲ投シ研鑚ニ努メ尠カラザル勢力ヲ扶植シタルコトハ我国ト同日論ニアラス」と述べ，
外モンゴルは満洲と隣接していたため，将来「我国トハ密接ナル関係ヲ有シ之カ開発ニハ全力ヲ傾注
シテ実行セサルヘカラサル義務ト責任ノアルコトヲ確信ス」とモンゴルの重要性を強調している29。
須佐嘉橘は，のちに精力的にモンゴル研究を研鑽し，著名な東洋史学者和田清とも友人になり，上
（50）
記の著作のほか，『西北外蒙古の今昔:林の民と烏梁海史』なども出版している30。
4.盛島角房の調査
ロシア革命後，外モンゴルで調査をおこなった日本人のうち，盛島角房の調査も非常に重要であっ
た。彼の内モンゴル現代史での活躍も学界でたいへん注目されており，ジャグチドセチンのデムチ
グドンロブ王（徳王）に関する記述のなかでもふれられている31。内田勇四郎と丁暁杰による伝記も
あり32，盛島の外モンゴルでの調査にもふれられているが，見落とされた個所もある。
盛島角房の履歴書によると，彼は1886（明治19）年10月15日に鹿児島市山下町にうまれ，1907
（明治40）年3月に宮崎県立延岡中学校を卒業し，翌1908（明治41）年4月に名門東京高等師範学校
に入学したが，1909（明治42）年12月に退学し，1910（明治43）年9月に台湾の台中公学校で教鞭を
とり，1913（大正2）年3月に退職した33。その後，盛島は北京にいって，参謀本部付で北京で勤務
していた坂西利八郎大佐（のちの1917年に少将，1921年に中将）の公館に身をよせ，その支援をえて，
1915（大正4）年12月から2年ほどをかけて，内モンゴル西部の綏遠とオルドス地域でモンゴル語を
勉強し，チベット仏教についても研究した。1917（大正6）年12月から，盛島は陸軍省の諜報員とし
て採用され，280円の月給をえて，イフフレーにおもむき情報を収集し，1919（大正8）年3月から
1920（大正9）年9月まで外モンゴルのウリャスタイに滞在した。1921（大正10）年3月から1923
（大正12）年3月までは，参謀本部の諜報員として490円の月給を支給され，張家口の諜報機関で働
いた。その後，天津駐屯日本軍司令部につとめた34。
この時期，モンゴルをめぐる国際情勢は大きくかわりつつあった。1919年11月，中華民国大統領
令によって，外モンゴルの自治は廃止された。翌1920年10月，ロシア白軍の将軍ウンゲルン（バロ
ンウンゲルン，ロマンフョードロヴィチウンゲルンフォンシュテルンベルグ）の軍隊が外モンゴル
に進入し，イフフレーに駐屯していた中国軍と戦った。在北京日本公使館はイフフレー，買売城，キ
ャフタにいた日本人に引き揚げを命令したものの，在留日本人はすぐには逃げられなかった35。日本
軍特務機関の江副少佐が11月16日に，北京におもむき，日本公使館と交渉した結果，同公使館は車
を派遣し，12月1日にイフフレーに到着した。翌日，日本の特務機関の者と在留日本人10人が引き
揚げたが，平島七助など数人の日本人は個人の意思で残った。翌1921年4月になって，平島七助
（入歯業），吉田豊三（医者）などの4人はやっとイフフレーを離れて，5月12日に満洲里に到着し
た36。戦乱のなか，ソヴィエトロシアとコミンテルンの援助のもと，同年7月にイフフレーでモン
ゴル人民政府が樹立され，そして1924年11月に第1回国会が開催され，モンゴル人民共和国が成立
した37。
他方で，1921年から1922年にかけて開催されたワシントン会議で「9カ国条約」が締結され，い
わゆるワシントン体制が形成され，中華民国の国境線は明確には定められなかったが，その領土保全
がみとめられた。日本は幣原外交に入り，協調外交をおこない，中国の「合理的利益」を尊重すると
うったえ，日華両国の「共存共栄」の関係の樹立をめざしていた38。そのため，幣原外交は，外モン
ゴルについて関与しないことになる。しかし，同条約の締結には，ソ連は参加していない。また，日
本国内は幣原外交に反対し，「帝国の威信」を保持すべきという声も高かった。
実際，日本は外モンゴルとの接触があった。冒頭で述べたが，ボグドハーン政権の代表ツェレン
ピルらは支援をえるために，1922（大正11）年12月と1923（大正12）年5月に二度も在ハルビン日
（51）
本総領事館をおとずれ，のちに，外務省アジア局長芳澤謙吉とも面会した39。また，同年9月，関東
大震災が起きた後，モンゴル政府は日本政府に慰問の意をあらわしていた。在張家口日本領事館は，
のちの1925（大正14）年に，日本内務省社会局が編集した英文の震災誌2冊とモンゴル政府に感謝す
る書簡をツェレンドルジ首相宛てにおくった。同書類は同年7月20日にモンゴル政府に届けられた。
そこには，「日本とモンゴルの交誼は従来深く，一昨年我が国が大震災にあった際，［あなたたちの］
盛大な同情をえており，深く感謝申し上げたい」と書かれている40。
盛島角房は外務省の派遣命令をうけて，1925年にふたたび，外モンゴルにいくことを計画した。
同年3月から6月までに，盛島はモンゴル人民共和国の外務大臣や外務省の職員に数度，書簡や電報
をおくり41，モンゴル行きのビザをえようとした。しかし，なかなか許可がえられなかったため，1
年後の1926（大正15）年7月になって，やっと満洲里，ウェルフネウディンスク，アルタンボラグを
とおって，ウランバートルについた。
帰国後の1927（昭和2）年6月6日，盛島角房は貴族院議員に新生モンゴル国での調査について講
演をおこなった。同講演は，同年『外蒙を中心としたる日露支の関係に就て』として，単独で出版し，
その後1928年に出版された『外蒙の現勢と其将来及附録』にも附録として収録されている42。後者
の出版にあたって，坂西利八郎中将が寄せた序で坂西は，「日中同文同種，唇歯輔車，共存共栄」論
を皮肉り，北東アジアにおけるロシアの百年大計を「雲煙過眼視する訳にはいかぬ」と述べ，盛島の
同書を日本への「警鐘の尤も有価値中の一たる」と高く評価している43。
指摘しておきたいのは，盛島角房は1911年12月の王制モンゴル国の成立，1921年フレーの解放，
人民政府の再興，1924年11月の人民共和国の樹立を，モンゴルにおける「三次革命」と位置づけて
いるということである44。また，「露支蒙三国の藤」の視点から，モンゴルとロシア，中国との関
係をとらえ，「中ソ条約」（1924年）があるものの，「外蒙の独立を取消すとか奪回すると云ふやうな
ことは是は全然不可能で」，「漢人に対して蒙古は独立したもの」であるという指摘45は重要である。
さらに，盛島のモンゴル人の対外認識についての分析も非常に興味深い。すなわち，モンゴル人は漢
人に対して非常に反感をもっているが，日本人に対しては「非常に親しみのある人間である」という
印象をもっている。そして，ロシアの場合は，「露西亜語さへ知つて居れば外蒙到る処何処を旅行す
るにも少しも不自由しない」といえるほどロシアは影響力をもっているのである46。
盛島角房はモンゴルにおけるチベット仏教の影響に注目し，ソヴィエト化されたモンゴルでは「政
治的に喇嘛の勢力はなくなりましたけれども，社会的」には地位があると強調している47。彼はまた，
イフフレー，張家口をとおる，ロシア，モンゴルと中国を連接する道路，鉄道の建設は戦略的重要性
があるとかんがえている。その上で盛島はさらに，工業原料，皮革製造などモンゴルでの経済的発展
を考察し，政治組織や経済体制においては，ロシア（ソヴィエト）式になっており，「日本は手を入れ
ることが出来ないけれども，教育とか何とか云ふ方面に対しては之を導くと云ふやうな具体的の方法
を以て」おこなっていくべきだと主張している48。
盛島角房は，とくに内モンゴル人民革命党とフルンボイルの独立運動，馮玉祥とソヴィエトの間に
むすばれた密約に対して関心をしめし，今後，内モンゴルの運動は「どうしても外蒙とむすばなけれ
ばならぬ」と述べている49。結局，それ以降は，盛島角房は，内モンゴルの民族主義運動にかかわっ
ていくことになる。
（52）
5.おわりに
以上，大正時代，とりわけロシア革命以降における駒田信夫，須佐嘉橘，盛島角房の外モンゴルで
の調査について検討してきた。彼らの調査からは，当時の外モンゴルの政治，社会状況だけではなく，
イフフレーにいた日本人在留民の状況をも知ることができる。また，3人はいずれも，外モンゴルを
めぐるロシアと中国の角逐に注目しながら，日本の対モンゴル外交のありかたについて提案している。
須佐嘉橘は，北東アジア地域におけるモンゴルの地位は非常に重要であると認識し，モンゴルの発展
において，「当局者ハ此点ニ深ク留意研鑽シ百年ノ計ヲ樹テラレンコトヲ切望ス」と述べているが，
「百年大計」を立てるべきというがんがえ方は目をひく50。また，盛島角房のイフフレーをとおる，
ロシア，モンゴルと中国を連接する鉄道の建設は膨大な消費市場をもたらすという予想も，現在から
みれば，的中している。
他方で，大正時代の日本の大陸政策のなかで，モンゴル地域は重要な位置をしめているが，国際条
約の制約により，日本の対モンゴル外交は，対中，対ロシア外交と衝突する面もあった。日本は満蒙
権益を維持しようとしながら，対中，対ロシア外交の調節をもおこなったが，結局のところ，外モン
ゴルにおいて大きなジレンマが生じた。これは日本の対モンゴル外交の限界ともいえよう。
日本人の外モンゴル調査を，極東地域に対する日本の戦略，北東アジアにおける国際秩序の形成に
ついての一つの過程と結びつけて考察した本論文が，今後の，近代日本とモンゴルの関係史を再構築
する作業に役に立つことを願っている。
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